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1.研究概要

要旨　SNS上のAI動画による子どもへの悪影響が懸念される中、既存対策は不⼗分である。本研究は子どもを保護する制限基準の確立を⽬指し、暴⼒・フェイク・倫理・過刺激の観点から104項⽬の基準
を作成・検証した。その結果、リスクの客観的評価の可能性が⽰された。今後は精度を高め、容易に活⽤できる評価システムの実⽤化を⽬指す。

5.考察と今後の展望

研究背景

AI生成による偽広告やSNS上のAI動画が急増しており、特に子どもが真偽を判別できない現状がある。既存の動画サイトにおける制限では、悪影響のある動画を排除しきれて
おらず、プラットフォーム側からの新たなアプローチが必要であると考えた。

リサーチクエスチョン

新たなAI動画の評価方法を確立し、それを基に動画サイトで表⽰制限ルールを設けることで、子どもをはじめとする利⽤者への悪影響を防げるか。
仮説

現在の動画サイトはAI動画を適正に評価する基準が不十分なため、子どもが誤った情報や偏った価値観を信じてしまうリスクがある。新たな評価方法を基に表示制限や注意喚
起を行うことで、この悪影響を軽減できる。

研究内容

本研究では、AI動画の評価基準を作成して実際の動画を分析・評価する。これにより、子どもが誤った知識や偏った価値観を受け入れるリスクを未然に防ぐ方法を検討する。
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2.先行研究

youtubeの利用時間

スマートフォンの所持率

先行研究③ AI動画が子どもに与える影響 
AI動画は子どもが現実と区別しにくく誤情報を信じる危険があるとして、専門家が
YouTubeに対策を打つように提言。技術向上に伴い、子どもを守る評価基準や規制
の整備が急務である。[3]

先行研究② 子どものインターネット・YouTube利用の実態 
小学生の8割超がYouTubeを使い、中学生の約6割が自分用のスマホを持つなど動画視
聴が日常化している。AI生成動画に触れる機会も増える中、安全な環境整備とメディ
アリテラシーの育成が急務である。[2]

参考資料②実際のAI動画の画像
(https://www.youtube.com/watch?
v=-AqndPZehHs)

参考資料①YouTubeの利用時間とスマート
フォンの所持率　https://x.gd/9XT3k

先行研究① AIによる声の模倣と権利侵害 
人気声優が無断でAI合成された声動画の削除を求め、TikTok運営を提訴した。急速
に発展するAI音声技術に対し、許可なき無断利用を防ぐルール作りや運営側の対応
が求められている。[1]

4.結果

1回目の課題と改善
重大違反の基準が甘い 　　→即公開停止ルールを導入
長い動画ほど不利になる 　→30秒あたりの平均ポイント制へ変更

↑ある動画の分析データ。爆破シーンが何度も指摘されているが、その描写にな

るたびにポイントが加算されており、累積得点で動画の危険性を示す本システム

においては不利なのではないかと考えた。

2回目の課題
基準の細分化により、危険性と無関係な項目まで評価され全体的に厳しすぎる

判定となった

3.活動内容

① 動画規制ガイドラインの作成 
Googleの生成AI「Gemini」を活用し、ネット動画の安全性を評価する独自の違反
判定基準を作成した。見落としがちな細かい表現まで計100項目以上をチェック
し、違反を点数化することで、従来の動画サイトでは曖昧な判断が下されることの

多い軽微な注意から公開停止まで4段階で規制する仕組みを構築した。

② 動画の自動チェック Python（Google Colaboratory）を用いて違反を自動検
出するシステムを構築し、テスト用動画を読み込ませて評価基準の実用性を検証し

た。

③ 問題点の抽出とシステムの再設計 分析結果を多角的に検証・分類し、抽出され
た課題をもとにシステムを再設計した。

④ 再実験と考察 改修後のシステムで再度チェックを行い、初期データと比較検証
した。その結果、1回目の分析で課題として出た「動画の長さによる判定の不公平
さの改善」や「一発で公開停⽌となるルールの正常動作」を確認できた。

［プログラム作成の様子］

AIに指示をして、mp4形式のデ
ータを分析させるプログラム。

　　    　   ↑１回目　　　　　　  　↑２回目
           予備資料　作成した基準の⼀覧、分析データ

AI動画の適切な評価にはリスクと関連する項目の厳選とAI・人の併用が必要であり、危険シーンの「秒数」に応じた評価体制
の確立が不可欠であると分かった。しかし、今回の動画の評価に用いた基準は、法律に違反している内容ではないが、視聴す

る年齢によっては悪影響となる、「グレーゾーン」の基準の作成根拠が曖昧だった。そのため、表現の自由の保障と動画視聴

者の保護のバランスがまだまだ粗く、実用化にはそのハードルを乗り越えなければいけないと感じた。

今後は分析データを増やして基準の信頼性を高めるとともに、URL入力で危険性を自動判定するWebサイトを開発し、不適切
な動画から子どもを守る環境づくりに貢献したい。

←即公開停止ルールの追加 

↓点数の付け方に一貫性がなく、判定が厳しくなる基準。

どこまで表現の自由を尊重するのかを考え直し、基準を

修正する必要があると感じた。

▶▶


